
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

食肉イノベーション型プロジェクト実証事業
食肉事業者等が化粧品業界・ペットフード業界などの異業種と連携して未利用資

源を非食品に加工する取組や、現在は手作業で行っている作業工程を研究機関
等と連携してAI技術で自動化する取組等、食肉処理・加工施設等の収益性向上
や作業効率化に資する新たな視点を取り入れた実証プロジェクトに取り組む場合に、
機械等の導入費・検討会の開催費等の必要な経費を支援します。

28 食肉イノベーション型プロジェクト実証事業

＜対策のポイント＞
食肉処理・加工施設等における、異業種等と連携して行う未利用資源の食用以外への活用や、現在手作業で行っている食肉処理・加工工程のAI技術に
よる自動化・省力化といった、新たな視点を取り入れた収益性の向上及び作業効率化の取組の開発から試験導入までの実証に必要な取組を支援します。

＜事業目標＞
牛肉生産量：33万t［平成30年度］→ 36万t［令和12年度まで］

令和９年度予算概算要求額 150百万円（前年度 ー ）

＜事業の流れ＞

国 食肉事業者団体等
定額

食肉事業者等

食肉事業者等の異業種との連携

機械メーカー

食肉処理・加工施設等の収益性向上・作業効率化等の実証

未利用資源の食用以外の分野における活用 自動化が進んでいない食肉処理・加工工程
や箱詰め作業等を効率化

医薬品・化粧品メーカー

ペットフードメーカー

大学・研究機関

［お問い合わせ先］ 畜産局食肉鶏卵課 （03-3502-5989）

食肉処理・加工施設等における経営コストの上昇、労働力不足等の課題
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